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(57)【要約】
【課題】駆動トランジスタの劣化特性を改善できるよう
にした有機電界発光表示装置を提供する。
【解決手段】本有機電界発光表示装置は、走査駆動部と
、データ駆動部と、画素とを含み、前記画素各々は、有
機発光ダイオードと、前記有機発光ダイオードに供給さ
れる電流量を制御するための第2トランジスタと、i(iは
自然数)－1番目発光制御線および第2トランジスタのゲ
ート電極の間に接続されるストレージキャパシタと、i
番目走査線、データ線および前記第2トランジスタの第1
電極の間に接続され、前記i番目走査線に走査信号が供
給される時ターンオンされる第1トランジスタと、前記
第2トランジスタのゲート電極および第2電極の間に接続
され、前記i番目走査線に走査信号が供給される時ター
ンオンされる第3トランジスタとを備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線に走査信号を順次的に供給して発光制御線に発光制御信号を順次的に供給するた
めの走査駆動部と、
　データ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、
　前記走査線、データ線および発光制御線の交差部に位置される画素と、
を含み、前記画素各々は、
　有機発光ダイオードと、
　前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御するための第2トランジスタと、
　i(iは自然数)－1番目発光制御線および第2トランジスタのゲート電極の間に接続される
ストレージキャパシタと、
　i番目走査線、データ線および前記第2トランジスタの第1電極の間に接続され、前記i番
目走査線に走査信号が供給される時ターンオンされる第1トランジスタと、
　前記第2トランジスタのゲート電極および第2電極の間に接続され、前記i番目走査線に
走査信号が供給される時ターンオンされる第3トランジスタと、
を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記画素各々は、前記第2トランジスタのゲート電極および前記i番目走査線の間に接続
されるブスティングキャパシタをさらに備えることを特徴とする請求項1記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項３】
　前記画素各々は、
　前記第2トランジスタおよび第1電源の間に接続され、i番目発光制御線に発光制御信号
が供給されない時ターンオンされる第4トランジスタと、
　前記第2トランジスタの第2電極および前記有機発光ダイオードの間に接続され、前記i
番目発光制御線に発光制御信号が供給されない時ターンオンされる第5トランジスタと、
をさらに備えることを特徴とする請求項2記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記走査駆動部は、i番目発光制御線に供給される発光制御信号がi－1番目走査線およ
び前記i番目走査線に供給される走査信号と重畳されるように供給することを特徴とする
請求項1記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記i－1番目発光制御線に発光制御信号が供給される時、前記i－1番目発光制御線の電
圧値は、前記i番目走査線に走査信号が供給されない時、前記i番目走査線に供給される電
圧値より高い電圧値に設定されることを特徴とする請求項1記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項６】
　前記ストレージキャパシタは、前記ブスティングキャパシタより高い容量を持つことを
特徴とする請求項2記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　駆動トランジスタのゲート電極およびi(iは自然数)－1番目発光制御線の間に接続され
るストレージキャパシタを持つ画素を含む有機電界発光表示装置の駆動方法において、
　前記i－1番目発光制御線に発光制御信号を供給して前記駆動トランジスタのゲート電極
の電圧を上昇させる段階と、
　前記i－1番目発光制御線に発光制御信号の供給を中断すると共にi番目走査線に走査信
号を供給し、前記ストレージキャパシタにデータ信号および前記駆動トランジスタの閾値
電圧に対応する電圧を充電する段階と、
　前記ストレージキャパシタに充電された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードに供
給する段階と、
を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
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【請求項８】
　前記i番目走査線および前記駆動トランジスタのゲート電極の間に位置されるブスティ
ングキャパシタを利用し、前記i番目走査線に走査信号の供給が中断される時、前記駆動
トランジスタのゲート電極電圧を上昇させる段階をさらに含むことを特徴とする請求項7
記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記i－1番目発光制御線に発光制御信号が供給される時、前記i－1番目発光制御線の電
圧値は、前記i番目走査線に走査信号が供給されない時、前記i番目走査線に供給される電
圧値より高い電圧値に設定されることを特徴とする請求項1記載の有機電界発光表示装置
の駆動方法。
【請求項１０】
　前記ストレージキャパシタは、前記ブスティングキャパシタより高い容量に設定される
ことを特徴とする請求項8記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置およびこれを利用した有機電界発光表示装置の駆動方
法に関し、特に、駆動トランジスタの劣化特性を改善できるようにした有機電界発光表示
装置およびこれを利用した有機電界発光表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管(Cathode Ray Tube)の短所である重さと体積を減らすことができる各種
平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装置(Liquid Crystal 
Display)、電界放出表示装置(Field Emission Display)、プラズマ表示パネル(Plasma Di
splay Panel)および有機電界発光表示装置(Organic Light Emitting Display)等がある。
【０００３】
　平板表示装置の中で有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオードを利用して映像を表わす。このような有機電界発光表示装置は、高
速な応答速度を持つと同時に低い消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】
　図1は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
　図1を参照すれば、従来の有機電界発光表示装置の画素4は、有機発光ダイオードと、デ
ータ線Dmおよび走査線Snに接続されて、有機発光ダイオードを制御するための画素回路2
とを備える。
【０００５】
　有機発光ダイオードのアノード電極は画素回路2に接続され、カソード電極は第2電源EL
VSSに接続される。このような有機発光ダイオードは画素回路2から供給される電流に対応
して所定輝度の光を生成する。
【０００６】
　画素回路2は、走査線Snに走査信号が供給される時、データ線Dmに供給されるデータ信
号に対応して、有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する。このために、画素回
路2は、第1電源ELVDDおよび有機発光ダイオードの間に接続された第2トランジスタM2と、
第2トランジスタM2、データ線Dmおよび走査線Snの間に接続された第1トランジスタM1と、
第2トランジスタM2のゲート電極および第1電極の間に接続されたストレージキャパシタCs
tとを備える。
【０００７】
　第1トランジスタM1のゲート電極は走査線Snに接続され、第1電極はデータ線Dmに接続さ
れる。そして、第1トランジスタM1の第2電極はストレージキャパシタCstの一方の端子に
接続される。ここで、第1電極はソース電極およびドレイン電極の内いずれか一つに設定
され、第2電極は第1電極とは別の電極に設定される。例えば、第1電極がソース電極に設
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定されれば、第2電極はドレイン電極に設定される。
【０００８】
　走査線Snおよびデータ線Dmに接続された第1トランジスタM1は、走査線Snから走査信号
が供給される時ターンオンされて、データ線Dmから供給されるデータ信号をストレージキ
ャパシタCstに供給する。この時、ストレージキャパシタCstは、データ信号に対応する電
圧を充電する。
【０００９】
　第2トランジスタM2のゲート電極はストレージキャパシタCstの一方の端子に接続され、
第1電極はストレージキャパシタCstの他方の端子および第1電源ELVDDに接続される。そし
て、第2トランジスタM2の第2電極は有機発光ダイオードのアノード電極に接続される。こ
のような第2トランジスタM2は、ストレージキャパシタCstに保存された電圧値に対応して
、第1電源ELVDDから有機発光ダイオードを経由し第2電源ELVSSに流れる電流量を制御する
。この時、有機発光ダイオードは、第2トランジスタM2から供給される電流量に対応する
光を生成する。
【００１０】
　しかし、このような従来の有機電界発光表示装置は、有機発光ダイオードの劣化による
効率変化によって、所望の輝度の映像を表わせないという問題点がある。言い換えると、
時間が経過するにつれて有機発光ダイオードが劣化し、これによって所望の輝度の映像を
表わせないという問題点がある。
【００１１】
　また、従来の有機電界発光表示装置は、所望の階調(特に、ブラック階調)の映像を表示
することができないという問題点がある。詳細に説明すれば、データ線Dmに供給されるデ
ータ信号は、データ線Dmに存在する寄生キャパシタに先に充電された後、ストレージキャ
パシタCstに供給される。この場合、データ線Dmの寄生キャパシタとストレージキャパシ
タCstのチャージシェアリングによって、ストレージキャパシタCstには所望の電圧より低
い電圧が充電され、これによって所望の階調の映像を表示することができないという問題
点が発生する。
【特許文献１】韓国特開第２００５－００６８３９４号公報
【特許文献２】韓国特開第２００５－００９８４８５号公報
【特許文献３】韓国特開第２００５－００８０３１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　したがって、本発明の目的は、駆動トランジスタの劣化特性を改善すると同時に所望の
階調の映像を表示できるようにした有機電界発光表示装置、およびこれを利用した有機電
界発光表示装置の駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するために、本発明の実施態様による有機電界発光表示装置は、走査線
に走査信号を順次的に供給して、発光制御線に発光制御信号を順次的に供給するための走
査駆動部と、データ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、前記走査線、デー
タ線および発光制御線の交差部に位置される画素とを含み、前記画素各々は、有機発光ダ
イオードと、前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御するための第2トランジ
スタと、i(iは自然数)－1番目発光制御線および第2トランジスタのゲート電極の間に接続
されるストレージキャパシタと、i番目走査線、データ線および前記第2トランジスタの第
1電極の間に接続され、前記i番目走査線に走査信号が供給される時ターンオンされる第1
トランジスタと、前記第2トランジスタのゲート電極および第2電極の間に接続され、前記
i番目走査線に信号が供給される時ターンオンされる第3トランジスタとを備える。
【００１４】
　好ましくは、前記画素各々は、前記第2トランジスタのゲート電極および前記i番目走査
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線の間に接続されるブスティングキャパシタをさらに備える。
【００１５】
　前記画素各々は、前記第2トランジスタおよび第1電源の間に接続され、i番目発光制御
線に発光制御信号が供給されない時ターンオンされる第4トランジスタと、前記第2トラン
ジスタの第2電極および前記有機発光ダイオードの間に接続され、前記i番目発光制御線に
発光制御信号が供給されない時ターンオンされる第5トランジスタとをさらに備える。
【００１６】
　前記走査駆動部は、i番目発光制御線に供給される発光制御信号がi－1番目走査線およ
び前記i番目走査線に供給される走査信号と重畳されるように供給する。
【００１７】
　前記i－1番目発光制御線に発光制御信号が供給される時、前記i－1番目発光制御線の電
圧値は、前記i番目走査線に走査信号が供給されない時、前記i番目走査線に供給される電
圧値より高い電圧値に設定される。
【００１８】
　前記ストレージキャパシタは前記ブスティングキャパシタより高い容量を持つ。
【００１９】
　また、本発明の実施態様による駆動トランジスタのゲート電極およびi(iは自然数)－1
番目発光制御線の間に接続されるストレージキャパシタを持つ画素を含む有機電界発光表
示装置の駆動方法において、前記i－1番目発光制御線に発光制御信号を供給して、前記駆
動トランジスタのゲート電極の電圧を上昇させる段階と、前記i－1番目発光制御線に発光
制御信号の供給を中断すると共にi番目走査線に走査信号を供給して、前記ストレージキ
ャパシタにデータ信号および前記駆動トランジスタの閾値電圧に対応する電圧を充電する
段階と、前記ストレージキャパシタに充電された電圧に対応する電流を有機発光ダイオー
ドに供給する段階とを含む。
【００２０】
　好ましくは、前記i番目走査線および前記駆動トランジスタのゲート電極の間に位置さ
れるブスティングキャパシタを利用して、前記i番目走査線に走査信号の供給が中断され
る時、前記駆動トランジスタのゲート電極電圧を上昇させる段階をさらに含む。前記i－1
番目発光制御線に発光制御信号が供給される時、前記i－1番目発光制御線の電圧値は前記
i番目走査線に走査信号が供給されない時、前記i番目走査線に供給される電圧値より高い
電圧値に設定される。前記ストレージキャパシタは前記ブスティングキャパシタより高い
容量に設定される。
【発明の効果】
【００２１】
　上述したように、本発明によれば、フレーム期間中一部期間の間、第2トランジスタM2
のゲート電極の電圧を上昇させて、第2トランジスタM2の劣化速度を遅らせ、これによっ
て第2トランジスタM2の劣化特性を改善することができる。
【００２２】
　また、本発明によれば、ブスティングキャパシタCbを利用して第1ノードN1の電圧を上
昇させることによって所望階調の映像を表示できるという効果がある。
【００２３】
　また、本発明の実施態様による有機電界発光表示装置およびこれを利用した有機電界発
光表示装置の駆動方法によれば、あるフレームの一部期間の間、駆動トランジスタのゲー
ト電極で高い電圧を引き下げることによって駆動トランジスタの劣化特性を改善すること
ができる。
【００２４】
　また、本発明によればブスティングキャパシタを利用して駆動トランジスタのゲート電
極の電圧を上昇させることによって所望階調の映像を表示できるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
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　以下、本発明の属する技術分野において通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好ましい実施形態を、添付された図2ないし図4を参照して詳細に説明する。
【００２６】
　図2は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図面である。
　図2を参照すれば、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線S1ないしS
n、データ線D1ないしDmおよび発光制御線E1ないしEnの交差部に形成される画素40を含む
画素部30と、走査線S1ないしSnおよび発光制御線E1ないしEnを駆動するための走査駆動部
10と、データ線D1ないしDmを駆動するためのデータ駆動部20と、走査駆動部10およびデー
タ駆動部20を制御するためのタイミング制御部50とを備える。
【００２７】
　走査駆動部10は、タイミング制御部50から供給される走査駆動制御信号SCSに応答して
走査信号を生成し、生成された走査信号を走査線S1ないしSnに順次的に供給する。また、
走査駆動部10は、走査駆動制御信号SCSに応答して発光制御信号を生成し、生成された発
光制御信号を発光制御線E1ないしEnに順次的に供給する。
【００２８】
　ここで、走査駆動部10は、図3のようにi(iは自然数)番目発光制御線Eiに供給される発
光制御信号がi－1番目走査線Si－1およびi番目走査線Siに供給される走査信号と重畳され
るように供給する。そして、走査駆動部10は、ローの極性を持つように走査信号を供給し
て、ハイの極性を持つように発光制御信号を供給する。
【００２９】
　データ駆動部20は、タイミング制御部50から供給されるデータ駆動制御信号DCSに応答
してデータ信号を生成し、生成されたデータ信号をデータ線D1ないしDmに供給する。この
時、データ駆動部20は、それぞれの水平期間1Hごとに一ライン分のデータ信号をデータ線
D1ないしDmに供給する。
【００３０】
　タイミング制御部50は、外部から供給される同期信号に対応し、データ駆動制御信号DC
Sおよび走査駆動制御信号SCSを生成する。タイミング制御部50から生成されたデータ駆動
制御信号DCSはデータ駆動部20に供給され、走査駆動制御信号SCSは走査駆動部10に供給さ
れる。そして、タイミング制御部50は外部から供給されるデータを再整列してデータ駆動
部20に供給する。
【００３１】
　画素部30は、外部から第1電源ELVDDおよび第2電源ELVSSの供給を受けて、画素40それぞ
れに供給する。第1電源ELVDDおよび第2電源ELVSSの供給を受けた画素40は、データ信号に
対応して第1電源ELVDDから有機発光ダイオードOLEDを経由し第2電源ELVSSに流れる電流量
を制御する。ここで、画素40の発光時間は発光制御信号に対応して制御される。
【００３２】
　そして、i番目水平ラインに位置された画素40は、第i走査線Si、第i－1発光制御線Ei－
1および第i発光制御線Eiと接続される。ここで、1番目水平ラインに位置された画素40が
接続されるように、第0発光制御線Eo(図示せず)が追加形成されることができる。
【００３３】
　図4は、本発明の実施形態による画素を示す図面である。図4では説明の便宜性のために
第n走査線Snおよび第mデータ線Dmと接続された画素を図示する。
【００３４】
　図4を参照すれば、本発明の実施形態による画素40は、有機発光ダイオードOLEDと、有
機発光ダイオードOLEDに供給される電流量を制御するための画素回路42とを備える。
【００３５】
　有機発光ダイオードOLEDのアノード電極は画素回路42に接続され、カソード電極は第2
電源ELVSSに接続される。このような有機発光ダイオードOLEDは、画素回路42から供給さ
れる電流量に対応して、赤色、緑色および青色の内いずれか一つの光を生成する。このた
めに、第2電源ELVSSは第1電源ELVDDより低い電圧に設定される。
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【００３６】
　画素回路42は、有機発光ダイオードOLEDに供給される電流量を制御する。このために、
画素回路42は、第1ないし第5トランジスタM1ないしM5と、ストレージキャパシタCstおよ
びブスティングキャパシタCbとを備える。
【００３７】
　第1トランジスタM1の第1電極はデータ線Dmに接続され、第2電極は第2トランジスタM2の
第1電極に接続される。そして、第1トランジスタM1のゲート電極は走査線Snに接続される
。このような第1トランジスタM1は、走査線Snに走査信号が供給される時ターンオンされ
て、データ線Dmに供給されるデータ信号を第2トランジスタM2の第1電極に供給する。
【００３８】
　第2トランジスタM2の第1電極は第1トランジスタM1の第2電極に接続され、第2電極は第5
トランジスタM5の第1電極に接続される。そして、第2トランジスタM2のゲート電極は第1
ノードN1に接続される。このような第2トランジスタM2は、第1ノードN1に印加される電圧
に対応する電流を有機発光ダイオードOLEDに供給する。
【００３９】
　第3トランジスタM3の第1電極は第2トランジスタM2の第2電極に接続され、第2電極は第1
ノードN1に接続される。そして、第3トランジスタM3のゲート電極は走査線Snに接続され
る。このような第3トランジスタM3は、走査線Snに走査信号が供給される時ターンオンさ
れて、第2トランジスタM2をダイオード形態で接続させる。
【００４０】
　第4トランジスタM4の第1電極は第1電源ELVDDに接続され、第2電極は第2トランジスタM2
の第1電極に接続される。そして、第4トランジスタM4のゲート電極は第n発光制御線Enに
接続される。このような第4トランジスタM4は、発光制御信号が供給されない時(すなわち
、ロー電圧が供給される時)ターンオンされて、第1電源ELVDDと第2トランジスタM2の第1
電極を電気的に接続させる。
【００４１】
　第5トランジスタM5の第1電極は第2トランジスタM2の第2電極に接続され、第2電極は有
機発光ダイオードOLEDのアノード電極に接続される。そして、第5トランジスタM5のゲー
ト電極は第n発光制御線Enに接続される。このような第5トランジスタM5は、発光制御信号
が供給されない時ターンオンされて、第2トランジスタM2の第2電極と有機発光ダイオード
OLEDを電気的に接続させる。
【００４２】
　ストレージキャパシタCstは、第1ノードN1および第n－1発光制御線En－1の間に形成さ
れる。このようなストレージキャパシタCstは、データ信号に対応される電圧を充電する
。また、ストレージキャパシタCstは、第n－1発光制御線En－1の電圧変化量を第1ノードN
1に伝達する。
【００４３】
　ブスティングキャパシタCbは、走査線Snおよび第1ノードN1の間に形成される。このよ
うなブスティングキャパシタCbは、走査線Snに走査信号の供給が中断される時、第1ノー
ドn1の電圧を上昇させる。
【００４４】
　一方、図4では第1ないし第5トランジスタM1ないしM5をPMOSに図示したが、本発明はこ
れに限定されない。例えば、第1ないし第5トランジスタM1ないしM5はNMOSで形成されるこ
とができる。この場合、広く知られたように駆動波形の極性が反転される。
【００４５】
　図3および図4を結び付けて、動作過程を詳細に説明すれば、まず第1期間T1の間、第n－
1発光制御線En－1に発光制御信号が供給される。第n－1発光制御線En－1に発光制御信号
が供給されればフローティング状態に設定された第1ノードN1の電圧が上昇する。
【００４６】
　第1ノードN1の電圧が上昇すれば第2トランジスタM2のゲート電極電圧が上昇し、これに
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よって第2トランジスタM2の劣化特性を改善することができる。言い換えると、一フレー
ムの一部期間(すなわち、第n－1発光制御線En－1に発光制御信号が供給される期間)の間
、第2トランジスタM2に逆バイアス電圧が印加されれば第2トランジスタM2の劣化速度を遅
らせることができる。
【００４７】
　一方、走査信号が供給される時、走査線Sには第4電圧V4が供給され、発光制御信号が供
給される時、発光制御線Eには第3電圧V3が供給される。ここで、第3電圧V3は第n－1発光
制御線En－1に発光制御信号が供給される時、第3トランジスタM3がターンオンされるよう
に、第4電圧V4より高い電圧に設定される。例えば、第3電圧V3は第4電圧V4および第3トラ
ンジスタM3の閾値電圧を合わせた電圧より高い電圧値に設定されることができる。
【００４８】
　したがって、第1期間T1の間、第2トランジスタM2の逆バイアス電圧が印加されると同時
に第3トランジスタM3がターンオンされる。第3トランジスタM3がターンオンされれば以前
期間の間、第1ノードN1に印加された電圧が第3トランジスタM3、第5トランジスタM5およ
び有機発光ダイオードOLEDを経由して初期化される。
【００４９】
　第2期間T2の間には第n発光制御線Enに発光制御信号が供給される。第n発光制御線Enに
発光制御信号が供給されれば第4トランジスタM5および第5トランジスタM5がターンオフさ
れる。
【００５０】
　第3期間T3の間には走査線Snに走査信号が供給されると共に第n－1発光制御線En－1に発
光制御信号の供給が中断される。第n－1発光制御線En－1に発光制御信号の供給が中断さ
れれば第1ノードN1の電圧が下降する。走査線Snに走査信号が供給されれば第1トランジス
タM1および第3トランジスタM3がターンオンされる。
【００５１】
　第1トランジスタM1がターンオンされれば、データ線Dmに供給されるデータ信号が第1ト
ランジスタM1を経由して、第2トランジスタM2の第1電極に供給される。この時、第1ノー
ドN1の電圧が第1期間T1の間初期化されたので第2トランジスタM2がターンオンされる。第
2トランジスタM2がターンオンされればデータ信号が第2トランジスタM2および第3トラン
ジスタM3を経由して第1ノードN1に供給される。この時、ストレージキャパシタCstはデー
タ信号および第2トランジスタM2の閾値電圧に対応する電圧を充電する。ここで、データ
信号の電圧値は第2トランジスタM2のチャンネル幅が安定的に制御されるように実験的に
決定される。
【００５２】
　第4期間T4の間には第n発光制御線Enに発光制御信号の供給が中断されると同時に走査線
Snに走査信号の供給が中断される。
【００５３】
　走査線Snに走査信号の供給が中断されれば走査線Snの電圧がロー電圧から第4電圧V4に
上昇する。すると、ブスティングキャパシタCbによって第1ノードN1の電圧も走査線Snの
電圧上昇幅に対応して所定電圧上昇する。このように第1ノードN1電圧が上昇すれば所望
の階調の映像を表わすことができる。言い換えると、データ線Dmの寄生キャパシタとスト
レージキャパシタCstのチャージシェアリングによって損失された電圧分第1ノードN1の電
圧を上昇させることによって所望の階調を表現することができる。
【００５４】
　一方、第1ノードN1の電圧上昇幅は、走査線Snの電圧上昇幅、ブスティングキャパシタC
bおよびストレージキャパシタCstの容量によって決定される。ここで、第1ノードN1の電
圧がデータ信号の損失電圧分上昇できるようにストレージキャパシタCstの容量はブステ
ィングキャパシタCbの容量より大きく設定される。
【００５５】
　第4期間T4の間、第n発光制御線Enに発光制御信号の供給が中断されれば第4トランジス
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ノードN1に印加された電圧に対応する電流を第1電源ELVDDから第4トランジスタM4および
第5トランジスタM5を経由して有機発光ダイオードOLEDに供給する。すると、有機発光ダ
イオードOLEDから所定輝度の光が生成される。
【００５６】
　より詳細に説明すれば、有機発光ダイオードOLEDが劣化されるほど第2ノードN2に供給
される有機発光ダイオードOLEDの電圧Voledが上昇する。有機発光ダイオードOLEDに印加
される電圧Voledが上昇すれば第2ノードN2に第1電源ELVDDの電圧が供給される時、電圧上
昇幅が小さくなる。第2ノードN2の電圧上昇幅が減少すれば第3ノードN3および第1ノードN
1の電圧上昇幅も減少する。すると、同じデータ信号に対応して第2トランジスタM2に有機
発光ダイオードOLEDに供給される電流量が増加する。すなわち、本発明では有機発光ダイ
オードOLEDが劣化されるほど第2トランジスタM2から供給される電流量が増加し、これに
よって有機発光ダイオードOLEDの劣化による輝度低下を補償することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【図２】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【図３】図2に示された走査駆動部に供給される走査信号および発光制御信号を示す波形
図である。
【図４】図2に示された画素の実施形態を示す回路図である。
【符号の説明】
【００５８】
　4、40　画素
　10　走査駆動部
　20　データ駆動部
　30　画素部
　50　タイミング制御部
　ELVDD　第1電源
　ELVSS　第2電源
　D1、D2、Dm　データ線
　S1、S2、Sn　走査線
　E1、E2、En　発光制御線
　DCS　データ駆動制御信号
　SCS　走査駆動制御信号
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